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(医療給付費分) 

保険料率 所得割 年 7.62％ → 7.40％ 

 均等割 月額 2,000 円 → 据置 

 平等割 月額 1,790 円 → 1,650 円 

平均改定率 △2.52％     

賦課限度額  年額 61 万円 → 63 万円 

 (国基準  63 万円 → 65 万円) 

(後期高齢者支援金分) 

保険料率 所得割 年 2.58％ → 据置 

 均等割 月額 860 円 → 据置 

 平等割 月額 590 円 → 560 円 

平均改定率 △0.65％     

賦課限度額  年額 19 万円 → 据置 

 (国基準  19 万円 → 20 万円) 

(介護納付金分) 

保険料率 所得割 年 2.32％ → 2.34％ 

 均等割 月額 990 円 → 据置 

 平等割 月額 500 円 → 据置 

平均改定率 0.82％     

賦課限度額  年額 16 万円 → 17 万円 

 (国基準  17 万円 → 据置) 

 

国が示した保育士の処遇改善につい

て、国の配置基準分だけとのことだ

が、本市の加配分については本市が

責任を取るべきではないか。（広田） 雇用形態や勤務時間が多

様なので、施設ごとに適切

に対応してほしい。まずは

この予算を確実に執行す

ることによって、さらに進

めていきたい。（市長） 

 

③

☚



 

駐車場の使用料については、入館料その他図書館資料の利用の対価ではない

ことから、原則には反していないと考える。これまでも公共交通利用を呼び

かけていたが、結果として渋滞が生じ、目的外利用が多かったので、使用料

の徴収をお願いしたい。きちんと手はずを踏んでここまで至っており、取り

下げるつもりは全くない。（教育長） 

図書館駐車場の有料化は、誰もが図書館で本を読む自由を

保障する図書館法第17条の無料の原則に反するのではない

か。道路の渋滞や目的外利用に関して、適正に利用している

市民に負担を転嫁するのはおかしい。また、この有料化方針

は、市民や議会に直前まで知らされなかったが、まずは市民

や議会に知らせて意見や工夫策を募るべきであり、議案は

取り下げるべきだと思うが、どうか。（広田） 

 

☚



 

 

 

 

県内の市町と比較すると、対象年齢に差が

あることは認識しているが、中核市の 3 分

の 2 が 15 歳までであり、約半数が窓口負

担を求めている。すべての中核市が同じよ

うな形が望ましいと考えており、全国市長

会を通じて国へ要望している。（市長職務

代理者） 

県内における子ども医療助成制度の対象

年齢は金沢市のみが 15 歳までで、他の市

町は 18 歳までとなっている。窓口負担が

あるのも金沢市を含め３市となったが、県

内で最も遅れているとの認識はあるか。

（広田） 

 

※○：賛成、×：反対、退：

退席、欠：欠席、議長は採

決に加わらないため、

「／」と表示しています。 

※所属会派は議決時点で

の会派で記載していま

す。 

※会派の名称：公明党（公

明党金沢市議員会）、金沢

保守（金沢保守議員会）、

市議会自民党（金沢市議

会自由民主党議員会）、日

本共産党（日本共産党金

沢市議員団）、創生（創生

かなざわ）※金沢保守を

追加（１名減で枠が狭い

ため、略称とした） 

 

※陳情第 17 号「金沢市立

玉川図書館および玉川こ

ども図書館駐車場を有料

化しないよう求める陳情

書」は、関連議案の可決

により、議決を要しない

もの（不採択）となりま

した。   
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